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当
セ
ン
タ
ー
の
第
３

６
回
定
時
総
会
が
５
月

３
１
日
、
香
芝
市
ふ
た
か

み
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
香

芝
市
長
並
び
に
市
議
会

議
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
の
会
員
数

は
、
４
０
０
人
で
、
こ
の

内
、
総
会
に
出
席
さ
れ
た

会
員
は
、
５
８
人
で
委
任

状
を
提
出
さ
れ
た
会
員
は
２
５
７
人
で
し
た
。 

総
会
は
松
本
理
事
の
「
開
会
の
言
葉
」
に
続
い
て
、
船

木
理
事
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

理
事
長
は
、『
皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
理
事
長
の
船
木
で

ご
ざ
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
第
３
６
回
定
時
総
会
の
開

会
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本

日
、
第
３
６
回
定
時
総
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
と
こ
ろ
、
香
芝
市
長
様
お
よ
び
市
議
会
議
長
様
よ

り
祝
電
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
多
く
の

皆
さ
ん
が
ご
出
席
を
い
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
さ
て
、
近
年
、
資
源
価
格
の
上
昇
を
は
じ

め
、
あ
ら
ゆ
る
物
価
高
の
影
響
で
景
気
回
復
が
足
踏
み
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状
態
と
な
り
、
日
常
生
活
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
事
業
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
さ
ら
に
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
開
始
に
よ
り
、
新
た
な
経
費
負
担
が
見

込
ま
れ
、
香
芝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
今
後
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保
護
新
法
の
施
行
を

踏
ま
え
た
新
た
な
契
約
方
法
の
見
直
し
が
必
要
と
な

り
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
も
対
策
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
ひ
と
つ
に
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
事
業
を
安
定
的
に
運
用
す

る
た
め
、
ま
た
新
た
な
契
約
方
法
の
対
応
な
ど
、
会

員
皆
様
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
ス
マ
ホ
講
習
な
ど

か
ら
徐
々
に
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
操
作
に
馴
染
ん
で
頂

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
真
摯
な
仕
事
を
通
し

て
、
地
域
社
会
か
ら
さ
ら
な
る
信
頼
を
得
ら
れ
る
と

と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
を
遵
守
し

て
い
た
だ
き
、
円
滑
な
事
業
運
営
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
は
、
令

和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
、
役
員

の
選
任
な
ど
を
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
会
員
の

皆
様
方
の
ご
賛
同
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
私
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
』
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

◆ 働く喜びと社会参加の輪を拡げよう  ◆ 自主・自立・共働・共助  ◆ 安全就業 

第
３６
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 



 ２ 

続
い
て
、
司
会
の
浅
沼
次
長
よ
り
メ
ッ
セ
ー

ジ
及
び
祝
電
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
福

岡
憲
宏
市
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

市
長
は
、
『
こ
の
た
び
、
公
益
社
団
法
人
香

芝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
第
36
回
定
時
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、「
自
主
・
自
立
・
共

共
働
・
共
助
」
の
理
念
の
も
と
に
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
の
充
実
や
地
域
社
会
の
活
性
化
に
、

多
大
な
貢
献
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
船
木
理
事
長
を
は
じ

め
、
役
員
や
会
員
の
皆
様
方
の
ご
努
力
の
賜
物

で
あ
る
と
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
て
、
本
市
の
高
齢
化
率
は
、
全
国
と

比
べ
る
と
低
い
割
合
で
は
あ
る
も
の
の
、
今
後

も
高
齢
化
は
一
層
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
高
齢
者
が
生
涯
現
役

と
し
て
」
多
様
な
形
で
社
会
参
加
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
内
閣
府

の
調
査
に
よ
る
と
、
健
康
や
社
会
参
加
の
充
実

感
を
理
由
に
働
き
続
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
高

齢
者
も
少
な
く
な
く
、
活
力
あ
る
高
齢
社
会
を

支
え
る
地
域
の
中
核
的
な
組
織
と
し
て
、
貴
セ

ン
タ
ー
の
担
う
役
割
は
重
要
な
も
の
と
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
市
行
政
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
誰
も
が
輝
く
多
彩
な
ま
ち
を
目
指
し
て
、

ま
た
、
皆
様
方
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
知
識
や

能
力
、
経
験
を
活
か
し
、
社
会
を
支
え
る
一
員

と
し
て
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
会
員
の
皆
様
方
が
、

今
後
も
元
気
に
活
動
さ
れ
、
地
域
に
貢
献
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
結

び
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様

方
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
』
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

続
い
て
、
川
田
裕
議
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

議
長
は
、
『
本
日
は
、「
公
益
社
団
法
人
香
芝

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
第
３
６
回
定
時
総

会
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
香
芝
市
政
の
推
進

に
対
し
ま
し
て
、
日
頃
か
ら
何
か
と
お
力
添
え

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
こ
の
場
を
お
借

り
い
た
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
少
子

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
今
日
に
お
い
て
、
高
齢

者
が
生
涯
現
役
と
し
て
多
様
な
形
で
社
会
参
加

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
活
力
あ
る
高
齢
社
会
を
支
え
る
地
域
の

中
核
的
な
組
織
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
担
う
役
割
は
一
層
重
要
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
近
年
は
、
定
年
延
長
、

年
金
支
給
年
齢
の
引
き
下
げ
な
ど
に
よ
り
、
新

規
会
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
ご
苦
労
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
に
お
き
ま
し

て
も
、
長
年
培
っ
た
知
識
、
経
験
を
生
か
し
、

「
活
力
あ
る
香
芝
市
」
の
実
現
に
向
け
、
よ
り

一
層
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
結
び
に
な
り
ま
す
が
、「
公
益
社
団
法
人

香
芝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
の
ご
発
展

と
、
会
員
の
皆
様
方
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
た
し
ま
す
』
と
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

続
い
て
公
益
社
団
法
人
奈
良
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
協
議
会
会
長
よ
り
『
貴
セ
ン
タ
ー

総
会
の
ご
盛
会
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
職
員
並
び
に
会
員
の
ご
健
康
と
更

な
る
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。』
と
の

祝
電
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

続
い
て
総
会
の
議
長
に
出
井
理
事
が
選
任
さ

れ
、
議
事
録
署
名
人
（
２
名
）
の
選
任
の
後
、
本

総
会
に
提
出
し
た
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

ま
ず
、
第
１
号
議
案
の
令
和
５
年
度
事
業
報

告
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

令
和
５
年
度
の
仕
事
の
受
注
契
約
金
額
は
２

億
６
８
８
万
円
で
前
年
度
に
対
し
て
１
４
１
万

円
、
率
に
し
て
０
．
６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。 

 

う
ち
会
員
に
支
払
っ
た
配
分
金
は
１
億
５
６
７



 ３ 

９
万
円
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
仕
事
の
提
供
を
受
け

就
業
し
た
会
員
は
３
４
６
人
（
就
業
率
８
３
・

１
％
）
等
の
事
業
実
績
の
報
告
が
あ
り
、
第
１
号

議
案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

つ
ぎ
に
第
２
号
議
案
の
令
和
５
年
度
収
支
決

算
報
告
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承

認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

つ
ぎ
に
第
３
号
議
案
の
役
員
の
選
任
に
つ
い

て
事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
、
理
事
１
４
名
お

よ
び
監
事
２
名
が
候
補
者
と
し
て
提
案
さ
れ
、

原
案
通
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
第
４
号
議
案
の
理
事
及
び
監
事
の
報

酬
等
及
び
費
用
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
第
５
号
議
案
の
理
事
長
に
対
す
る
権

限
委
任
に
つ
い
て
も
承
認
を
い
た
だ
き
、
す
べ

て
の
議
事
が
終
了
し
、
岡
本
理
事
の
「
閉
会
の
こ

と
ば
」
で
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。 

  

◎
理
事
会
の
開
催
状
況 

☆
第
１
回
通
常
理
事
会
（
４
月
30
日
） 

第
１
号
議
案 

正
会
員
入
会
申
込
者
の
承
認
に
つ
い
て 

入
会
申
込
者
数
６
名
（
男
６
・
女
０
） 

第
２
号
議
案 

令
和
５
年
度
収
支
補
正
予
算
（
第
４
回
決
算

前
）
案
に
つ
い
て 

第
３
号
議
案 

 

令
和
５
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て 

第
４
号
議
案 

 

令
和
５
年
度
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て 

第
５
号
議
案 

 

令
和
５
年
度
監
査
報
告
に
つ
い
て 

第
６
号
議
案 

 

役
員
の
選
任
（
案
）
に
つ
い
て 

第
７
号
議
案 

 

理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任
に
つ
い
て 

第
８
号
議
案 

 

第
３
６
回
定
時
総
会
の
招
集
の
手
続
き
等
の

件
に
つ
い
て 

第
９
号
議
案 

 

臨
時
職
員
等
の
就
業
に
関
す
る
規
程
の
一
部

改
正
（
案
）
に
つ
い
て 

い
ず
れ
も
議
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

☆
第
２
回
通
常
理
事
会
（
５
月
31
日
） 

第
１
号
議
案 

正
会
員
入
会
申
込
者
の
承
認
に
つ
い
て 

入
会
申
込
者
数
３
名
（
男
２
・
女
１
） 

第
１
号
議
案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た 

 

☆
第
３
回
通
常
理
事
会
（
６
月
２６
日
） 

第
１
号
議
案 

正
会
員
入
会
申
込
者
の
承
認
に
つ
い
て 

 
 

申
込
者
数
２
名
（
男
２
・
女
０
） 

第
２
号
議
案 

職
員
の
採
用
（
案
）
に
つ
い
て 

 

第
３
号
議
案 

 

会
計
処
理
規
程
及
び
事
務
規
程
に
基
づ
く
会

計
関
係
書
類
及
び
文
書
等
の
破
棄
処
分
に
つ

い
て 

 

『
理
由
』 

①
会
計
処
理
規
程
第
９
条
並
び
に
事
務
規
程 

 

第
１
８
条
の
規
定
に
準
ず
る 

②
保
存
す
る
物
理
的
ス
ペ
ー
ス
が
無
く
、
ま
た

処
分
で
き
る
書
類
を
廃
棄
す
る
こ
と
で
業
務

効
率
化
を
図
る 

 
 

議
案
は
全
て
議
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

  

◎
毛
筆
筆
耕
講
習
会
（
独
自
講
習
会
） 

・
開
催
日 

自
：
令
和
６
年
１０
月
２
日 

 
 
 
 

 

至
：
令
和
７
年
２
月
５
日 

毎
週
「
水
曜
日
」
開
催
（
計
１５
回
） 

 

・
時 

間 

午
前
の
部
：
９
時
３０
分
～ 

１１
時
３０
分 

 
 
 
 

 
 

午
後
の
部
：
１３
時
００
分
～ 

１５
時
００
分 

・
場 

所 

当
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

・
定 

員 

各
部
１０
名
程
度
（
先
着
順
） 

 

・
費 

用 

会
員
：
無
料 

一
般
：
１
回
２００
円 

 

・
募
集
開
始 

令
和
６
年
７
月
１６
日(

火) 
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仕
事
中
に
事
故
や
急
病
な
ど
緊
急
事
態
が

起
き
た
時
は
、
些
細
な
事
で
あ
っ
て
も
必

ず
、
す
み
や
か
に
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
連
絡

し
て
下
さ
い
。 

セ
ン
タ
ー
事
務
局 

℡ 

７
９‐

６
６
０
１ 

８
時
３０
分
か
ら
受
付
開
始 

(
前
回
受
講
さ
れ
た
方
も
参
加
で
き
ま
す
。) 

 

◎
ス
マ
ホ
教
室
（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
み
） 

・
開
催
日 
令
和
６
年
１１
月
１５
日
（
金
） 

・
時 

間 

１０
時
～
１２
時 

・
会 

場 

当
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

・
定 

員 

１０
名
程
度 

・
申 

込 

令
和
６
年
１１
月
１１
日(

月)

ま
で
に 

 
 

当
セ
ン
タ
ー
に
直
接
電
話
で
申
し 

込
み
く
だ
さ
い
。 

 

◎
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ 

ｔ
ｏ 

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ 

 

ス
マ
ホ
登
録
サ
ポ
ー
ト
（
事
前
予
約
制
） 

・
開
催
日 

令
和
７
年
３
月
ま
で
毎
週
木
曜
日 

・
時 

間 

9
時
30
分
～
11
時
30
分 

・
申 

込 

開
催
日
前
日
ま
で
に
当
セ
ン
タ
ー

に
直
接
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

・
備
考 

 

配
分
金
明
細
書
は
令
和
６
年
12
月

分
よ
り
紙
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
に
切
り
替

わ
り
ま
す
。 

 

◎
会
費
の
納
入
と
会
員
証
の
更
新
に
つ
い
て 

 

当
セ
ン
タ
ー
会
費
規
程
に
よ
り
、
令
和
６
年

度
年
会
費
（
２
，
２
０
０
円
）
は
、
令
和
６
年

３
月
末
日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

会
費
未
納
の
方
は
、
古
い
会
員
証
と
と
も
に

至
急
、
事
務
局
ま
で
ご
持
参
下
さ
い
。 

会
費
の
未
納
が
１
年
以
上
続
き
ま
す
と
、
規

程
に
よ
り
退
会
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
に
該
当
し
た
場
合
は
、
退
会
手
続
を
と

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
承

知
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
病
気
な
ど
で
納
付
で
き
な
い
事
情
が

あ
る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

◎
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い

し
ま
す 

 

会
員
の
皆
さ
ん
に
よ
り
多
く
の
就
業
機
会
の

提
供
を
行
う
た
め
に
、
香
芝
市
の
協
力
で
広
報

紙
な
ど
を
通
じ
て
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

Ｐ
Ｒ
は
『
口
コ
ミ
』
が
一
番
効
果
的
と
考
え
て

い
ま
す
。
会
員
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
セ
ン

タ
ー
事
業
の
発
展
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
に

「
簡
単
な
仕
事
な
ら
、
シ
ル
バ
ー
へ
電
話

を
」、「
誠
実
で
行
き
届
い
た
仕
事
を
し
ま
す
」

な
ど
、
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

《
安
全
就
業
の
心
得
：
み
ん
な
で
守
ろ
う
１０
ヶ

条
》 

①
作
業
は
、
安
全
第
一
を
心
が
け
、
急
い
だ
り

あ
わ
て
た
り
し
な
い
こ
と
。 

②
器
具
類
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず
点
検
す
る

こ
と
。 

③
服
装
及
び
履
物
は
、
作
業
に
合
っ
た
動
き
易

い
も
の
に
す
る
こ
と
。 

④
作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操
を
し
て
体
を

ほ
ぐ
す
こ
と
。 

⑤
加
齢
に
よ
る
諸
機
能
の
低
下
を
十
分
に
認
識

し
、
無
理
を
し
な
い
こ
と
。 

⑥
作
業
現
場
で
は
、
常
に
整
理
整
頓
を
心
が
け

る
こ
と
。 

⑦
共
同
作
業
で
は
、
合
図
、
連
絡
を
正
確
に
行

う
こ
と
。 

⑧
帰
宅
す
る
ま
で
は
仕
事
の
う
ち
、
交
通
事
故

に
気
を
つ
け
る
こ
と
。 

⑨
健
康
に
は
常
に
注
意
し
、
健
康
な
状
態
で
就

業
す
る
こ
と
。 

⑩
仕
事
の
前
日
は
、
十
分
睡
眠
を
と
る
よ
う
に

心
が
け
る
こ
と
。 

 

◎
事
務
局
へ
電
話
さ
れ
る
と
き 

「
会
員
の
○
○ 

○
○
で
す
」
と
必
ず
フ
ル
ネ

ー
ム
で
お
伝
え
下
さ
い
。 

 


